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第７８回宇都宮市都市計画審議会議事録  
 

令和元年７月１７日（水）  
午後１０：００～ 

                      市役所１４階 １４Ａ会議室  

 

 

出 席 委 員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

欠 席 委 員  

 

 

 

出 席 幹 事  

 

 

 

 

 

 

 

 

臨 時 幹 事  

 

 

 

事 務 局  

 

 

1 号 委 員  

武 井 貴 志 委 員 ，蟹 江 教 子 委 員 ， 

大 森 宣 暁 委 員 ，森 岡 正 行 委 員       （４名 ） 

 

 

2 号 委 員  

岡 本 源 二 郎 委 員 ，柴 田 賢 司 委 員 ， 

小 平 美 智 雄 委 員 ，村 田 雅 彦 委 員     （４名 ） 

 

 

3 号 委 員  

津 浦 好 一 委 員  

竹 中 浩 幸 委 員  

塚 野 重 徳 委 員 （代 理 ）            （３名 ）        

  (計 １１名 ) 

 

菊 地 昭 吾 委 員 ，藤 原 紀 沙 委 員 ， 

相 良 利 和 委 員 ，里 村 佳 行 委 員       （３名 ）  

              

                            

高 橋 功 幹 事  （都 市 整 備 部 長 ） 

篠 田 治 幹 事  （都 市 整 備 部 次 長 ） 

安 納 正 和 幹 事  （地 域 政 策 室 長 ） 

早 川 光 夫 幹 事  （環 境 政 策 課 長 ） 

岡 田 剛 博 幹 事  （農 業 企 画 課 長 ） 

鈴 木 智 幹 事  （技 術 監 理 課 長 ） 

高 橋 裕 司 幹 事  （都 市 計 画 課 長 ）     （７名 ） 

 

 

手 塚 直 毅 幹 事 （駅 東 口 整 備 室 長 ）    （１名 ） 

 

 

 

石 川 弘 書 記 ，上 田 英 夫 書 記 ， 

片 庭 哲 也 書 記                     （３名 ） 
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石川書記

 

（委嘱状交付）

石川書記

 

 

 

高橋部長

 

（資料確認）  

石川書記

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（部長挨拶）  

石川書記

 

 

 

高橋部長

本日は，お忙しい中，御出席いただきまして誠にありがと

うございます。  

 

開会に先立ちまして，このたび，宇都宮市議会の推薦によ

り，第２号委員として４名，関係行政機関の職員である第３

号委員の３名が改選となり，計７名に都市計画審議会の委員

をお願いすることになりましたので，この場を借りて委嘱状

をお渡したいと思います。  

 

（委嘱状交付）  

 

 

続きまして，本日の会議資料について確認させていただき

ます。  

資料としては，事前にお送りしております，  

・第７８回宇都宮市都市計画審議会 次第  

・議案第１号 宇都宮都市計画用途地域の変更について  

・議案第２号 宇都宮都市計画地区計画の変更について  

（宇都宮駅東口地区地区計画） 

・議案第１号・第２号 説明資料  

・参考  宇都宮駅東口地区整備事業 施設概要  

そして，本日机上配布させていただきました，  

・宇都宮市都市計画審議会委員名簿  

・その他 ＮＣＣ形成に向けた市街化調整区域における  

     地区計画制度を活用したまちづくりについて  

  

不足しているものがありましたら，お知らせください。  

よろしいでしょうか。 

 

 

続きまして，今回の審議会は，今年度最初の審議会となり

ますので，開会にあたり，都市整備部長の高橋より，御挨拶

申し上げます。  

 

皆さん改めましておはようございます。  
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年度の初め，また新しくメンバーも変わりまして審議会を

改めてスタートさせていただきますので一言ご挨拶をさせて

いただきます。本日は，お忙しい中，審議会にご参加いただ

きまして誠にありがとうございます。また日頃より宇都宮市

の行政，また特にまちづくり行政に関しまして皆様方から多

大なるご支援ご協力を賜っておりますことを改めて御礼申し

上げます。  

本市のまちづくりは，将来のまちの姿「ネットワーク型コ

ンパクトシティ（ＮＣＣ）」を目指して様々な分野で事業を進

めているところであります。  

社会情勢の変化で，本市におきましても人口減少時代に入

ってまいりました。日本全国を見ますと約１０年前から人口

減少時代に入っておりますが，本市においては様々なまちづ

くり，他の行政を含めてやってきたことが未だになんとか人

口を保ってきた要因かなと思っております。しかし，本市も

他のまち同様に人口減少時代に入ってきましたので，これま

でも十分準備はしてきましたが，これからまさに新しいまち

づ く り を 進 め て い く 時 代 に 入 っ て き て い る と 思 っ て お り ま

す。  

そういった中で都市行政につきましては，ＮＣＣを実現す

る上で，交通網の充実に加えて，各拠点の形成といった土地

利用の観点からしっかり整理しなくてはいけない時代に来て

いると考えております。特に皆様もご存じの通りＬＲＴにつ

きましては昨年度から事業が開始されております。ＬＲＴ事

業は，まちづくりの交通ネットワークの基軸になりますので，

その基軸を利用した周辺まちづくりをしっかりやらなければ

ならないと思っております。そういった中では，今後も都市

計画審議会でご協議いただく点もあるかと思います。  

地域拠点など各拠点についても新たに市街化調整区域にお

いて地区計画制度を活用したまちづくりが進むよう整理しま

した。そういった中においても，皆様方の御意見をいただき

ながら拠点づくりを進めていきたいと思っております。  

関連行政の中では昨年，景観計画などを策定しましたが，

ＬＲＴ沿線のまちづくり景観や大谷の観光拠点，周辺でのま

ちづくり，こういったテーマはやはり都市デザインを含む景
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（委員紹介）  

石川書記

 

 

 

 

 

石川書記

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観的な視点から十分に検討していく必要があると思っており

ます。また，こういった点でも皆様方のご意見を頂きながら

まちづくりをしていく，こういった時代になってきたと思い

ます。  

昨年は，第６次総合計画や都市計画マスタープラン，立地

適正化計画さらには景観計画といった計画づくりをしっかり

やってきた年でございました。今年度以降はそういった計画

に基づいたまちづくりを進めていく上でも各都市計画につい

てご協議をいただく段階に入ってきたと思いますので，是非

とも当審議会で有意義なご意見を頂きまして，我々しっかり

とまちづくりを進めていきたいと思いますので，今後ともご

協力お願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。

 

 

ありがとうございました。  

続きまして，本日は委員の改選後，初めての会議となりま

すので，恐縮ではございますが，私から委員の皆様を改めて

御紹介させていただきますとともに，幹事及び事務局の職員

を御紹介申し上げます。  

お手元の「宇都宮市都市計画審議会委員名簿」をご覧くだ

さい。  

 

はじめに，第１号委員として，学識経験者のお立場でお願

いしております，  

菊池昭吾委員ですが，本日は所用により欠席でございます。

藤原紀沙委員ですが，本日は所用により欠席でございます。

武井貴志委員です。  

相良利和委員ですが，本日は所用により欠席でございます。

蟹江教子委員です。  

大森宣暁委員です。  

里村佳行委員ですが，本日は所用により欠席でございます。

森岡正行委員です。  

次に，第２号委員として，宇都宮市議会から御出席いただ

いております，  

岡本源二郎委員です。 
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（幹事紹介）  

石川書記

 

 

 

 

 

 

石川書記

 

 

 

（書記紹介）  

石川書記

 

 

 

 

１．開会  

石川書記

 

柴田賢司委員です。  

小平美智雄委員です。 

村田雅彦委員です。  

続きまして，第３号委員である，関係行政機関の皆様を御

紹介いたします。  

津浦好一委員です。  

竹中弘幸委員です。  

塚野重徳委員ですが，本日は所用により欠席で，代理の鈴

木課長補佐にご出席していただいております。 

 

 

続きまして，幹事および事務局職員を紹介いたします。  

まず幹事の紹介をいたします。  

  

 都市整備部長の高橋です。  

都市整備部次長の篠田です。  

地域政策室長の安納です。  

環境政策課長の早川です。  

農業企画課長の岡田です。  

技術監理課長の鈴木です。  

都市計画課長の高橋です。  

 

続きまして，本日の審議にあたりまして，臨時幹事が  

出席しておりますので紹介いたします。  

駅東口整備室長の手塚です。  

 

 

続きまして，事務局職員の紹介をいたします。 

 

都市計画グループ係長の    上田です。  

拠点形成グループ係長の    片庭です。  

最後に私，都市計画課長補佐の  石川です。  

 

それでは，只今から「第７８回宇都宮市都市計画審議会」

を開会いたします。  
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２．挨拶  

大森議長

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（会議の成立）

大森議長

 

片庭書記

 

ここからの進行は，大森会長にお願いしたいと思います。

よろしくお願いいたします。  

 

 

それでは，只今より，第７８回宇都宮市都市計画審議会を

開催したいと思います。  

開会にあたりまして，一言ごあいさつ申し上げます。  

本審議会会長を務めさせていただいております，宇都宮大

学の大森と申します。この都市計画審議会でございますけれ

ども，都市計画について大学で学生に教えるときにも，主に，

都市の土地利用と道路や公園などの都市施設を計画する，ど

こ に ど の よ う な 機 能 の も の を ど の よ う に 配 置 し て い く か な

ど，都市の物的な計画をメインに扱っていくところが都市計

画であります。宇都宮市が目指す「ネットワーク型コンパク

トシティ」を実現するために都市計画の役割は非常に大きく，

市民の皆様が今後も安全・安心して住み続けられるまち，ま

た，市外からもたくさんの方々が来て下さる魅力的なまちを

形成していく上で，都市計画審議会は非常に重要な会議だと

認識してございます。 

また，宇都宮市でございますが，全国的にいち早くコンパ

クトシティの施策を進めおり，さらには日本初のこれまで路

面電車がなかったまちに新規でＬＲＴを導入するということ

で，大変我々の都市計画，交通計画の分野からは注目をされ

ているまちでございます。今回から参加される委員の皆様も

いらっしゃいますが，遠慮なくわからないことがあれば質問

していただいて，十分に理解を深めていただき，有意義なご

意見をいただければと思いますので本日もどうぞよろしくお

願いいたします。  

 

 

続きまして，本日の会議の成立について，事務局より報告

をお願いします。  

 

本日の会議でございますが，現在出席委員は１１名でござ

います。これは，当審議会条例第６条にございます「審議会
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（会議の公開）

大森議長

 

 

各委員

 

（傍聴者) 

大森議長

 

片庭書記

 

大森議長

 

 

 

（ 職 務 代 理 者

選出）  

大森議長

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は委員の過半数をもって開催する」旨を満たしておりますの

で，会議の成立を御報告いたします。  

 

 

続きまして，本日の会議の公開についてですが，本日の案

件は個人情報及び意思形成過程に関する情報を扱う案件では

ないため，会議を公開としてよろしいでしょうか。  

 

異議なし  

 

 

続きまして，本日の傍聴者について，事務局より報告をお

願いします。  

 

本日の会議につきましては，傍聴定員１０名のところ，現

在の傍聴者は２名でございます。  

 

審議の公開に際し，傍聴者の方へ申し上げます。お手元の

「傍聴要領」に記載してあることをよくお読みになって，審

議の進行にご協力ください。  

 

 

 

それでは議事に入りたいと思いますが，その前に，現在，

会長職務代理者が不在となっておりますので，会長職務代理

者を選任したいと思います。  

当審議会条例第５条に「委員のうちから，会長があらかじ

め指名する」旨，定められておりますことから，まことに僭

越ながら，私から指名させていただきます。  

本審議会は，本市の特徴を反映しながら適正で迅速な調査

審議を行っていく必要があると考えます。 

つきましては，市政全般に高い見識をお持ちでいらっしゃ

る，柴田 賢司委員に職務代理者をお願いしたいと思います。

よろしくお願いいたします。  

 



 
11/5/2019 11:06 AM 

 - 8 - 

（ 議 事 録 署 名

委員の指名）  

大森議長

 

 

 

 

３．議事  

大森議長

 

大森議長

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各委員  

 

（議案第１・２

号）  

大森議長

 

 

都市計画課長

 

 

続きまして，当審議会条例の施行規則第３条に基づき，本

日の会議の議事録署名委員といたしまして，  

武井貴志委員と森岡正行委員のお二人にお願いしたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。  

 

 

それでは，会議次第に従い議事を進めてまいります。  

 

本日の議事といたしまして，議案は２件となります。  

議案第１号は 宇都宮都市計画用途地域の変更について  

議案第２号は 宇都宮都市計画地区計画の変更について  

       （宇都宮駅東口地区地区計画） 

であります。  

議案第１号は，令和元年７月８日付，宮都第１４３号にて，

議案第２号は令和元年７月８日付，宮都１６０号にて市長か

ら諮問があったものであります。  

審議の進め方ですが，「議案第１号」及び「議案第２号」に

つきましては，宇都宮駅東口整備事業における議案であり，

相互に関係しますことから，一括してご説明，ご審議いただ

いたのち，最後に答申を行いたいと考えますがよろしいでし

ょうか。  

 

異議なし  

 

 

 

それでは，議案第１号「宇都宮都市計画用途地域の変更」

について及び，議案第２号「宇都宮都市計画地区計画の変更」

（宇都宮駅東口地区地区計画）について事務局から説明をお

願いいたします。  

 

 はい，議長。  

 それでは「議案第１号」及び「議案第２号」を一括で説明
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させていただきます。 

 それでは，お手元の議案第１号「宇都宮都市計画用途地域

の変更  宇都宮駅東口地区」をご覧下さい。  

 議案につきましては，先ず，資料の構成をご説明し，議案

の詳細につきましては，最後に，説明資料などで詳しくご説

明させていただきます。  

 １枚おめくり下さい。  

 こちらは，今回変更しようとする用途地域の「計画書」で

ございます。  

 次に２ページ目から３ページ目は，用途地域について，変

更前と変更後を示した「新旧対照表」，４ページ目が「変更理

由書」でございます。５ページ目以降は，「総括図」，「計画図」

になります。  

 続きまして，議案第２号「宇都宮都市計画地区計画の変更

宇都宮駅東口地区地区計画」をご覧下さい。  

 １枚おめくり下さい。  

 こちらの１ページ目と，２ページ目は，今回変更しようと

する「宇都宮駅東口地区 地区計画」の計画書でございます。

次に，３ページ目から４ページ目は，地区計画について，変

更前と変更後を示した「新旧対照表」，５ページ目が「変更理

由書」でございます。６ページ目以降は，総括図，計画図に

なります。  

 それでは，「議案第１号・第２号 説明資料」によりまして，

「用途地域の変更」及び「地区計画の変更」の詳細につきま

して，ご説明させていただきます。  

 １枚おめくりいただき，Ａ３版横のカラー刷り説明資料１

をご覧ください。また，お手元の同じくＡ３版カラー刷り参

考資料「宇都宮駅東口地区整備事業  施設概要」も併せてご

覧ください。  

 まず，説明資料１の「１．宇都宮駅東口地区」でございま

すが，当地区は，広域かつ域内交通の要衝に位置しており，

本市が目指す「ネットワーク型コンパクトシティ」を牽引す

る「都市拠点」の核として，都市文化の創造・発信や高次な

都市機能を備えた拠点形成が求められている地区であり，平

成１７年度から宇都宮駅東口土地区画整備事業により，駅前
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広場や道路など基盤整備に取り組み，平成１８年度に宇都宮

駅東口地区地区計画が都市計画決定されました。  

 さらに，平成２０年度には景観形成重点地区の区域指定に

併せ，当該地区の区域を拡大し，建築物等の用途及び形態・

意匠の制限を定め，計画的な市街地の形成を誘導していると

ころでございます。  

 また，県都の顔にふさわしい風格や魅力を備えた新たな都

市空間の形成を目指す中，平成３０年１月に当地区の整備方

針を策定し，その実現に向けまして，宇都宮駅やＬＲＴの停

留場から周辺街区への歩行者動線などの連続性の確保や景観

の調和，都市の魅力向上などに資するコンベンション施設や

都市型の商業施設などの一体感が醸成された都市空間の形成

を図るものでございます。  

 ここで，参考資料の１枚目をご覧ください。 

 整備事業におきましては，先ほどの地区整備方針に基づき

まして，公共と民間の適正な役割分担のもと，新たな都市空

間の形成を実現するため，平成３０年３月，事業者の募集を

開始し，６月には，左側中段に記載されている野村不動産株

式会社を代表企業に１７社で構成される「うつのみやシンフ

ォニー」を選定し，本年１月に事業契約の締結を行ったとこ

ろでございます。  

 中央のパースをご覧ください。  

 これは，ＪＲ宇都宮駅側から俯瞰したイメージ図になりま

すが，先ほどの事業契約に基づきまして，公共と民間の役割

分担のもと，公共施設につきましては，パースの下西側から

延びる東西自由通路から中央街区に直接アクセスできる交流

広場，そしてその東側にコンベンション施設，そして広場を

介しながら一体感が醸成された民間施設として，ホテルや商

業施設，高度専門病院を整備するとともに，右側の南街区に

は分譲マンションを整備するものでございます。  

 また，下段に記載がありますように，事業全体に係る取組

として，環境にやさしい低炭素社会の実現や，災害に強いま

ちづくりの実現などに取り組むものでございます。  

裏面をご覧ください。 

 中段の交流広場につきまして，一体感を醸成するための人
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の流れ，歩行者導線についてご説明します。  

 中央のイラストにありますように，東西自由通路から２階

レベルの広場にアクセスし，そこから３階レベルの広場，１

階レベルの広場，さらにＬＲＴ停留場にアクセスする導線と

なっております。  

 なお，水色の３階レベルの広場につきましては，コンベン

ション施設の中ホールとの一体利用も可能な配置・構造とな

っております。  

 説明資料１をご覧ください。  

 「２．宇都宮駅東口の用途地域」でございますが，「（１）

用途地域の変更理由」につきましては，先ほどパースでご説

明しましたとおり，多様で複合的な都市機能の効果的な配置

を図るものでありますことから，地区内において容積率の再

配分によりまして，効率的で柔軟な土地利用を図るため，右

側 の 計 画 図 赤 色 の 枠 で 示 し て お り ま す 中 央 街 区 に つ い て ，

「特例容積率適用地区」を定めるもので，下段の表のとおり

本市の商業地域約７５．７ｈａのうち，中央街区の約２．３

ｈａに定めるものでございます。これによりまして，中央街

区におきましては，容積率６００％を街区全体の上限といた

しまして，街区内の建築物ごとに容積率を柔軟に配分するこ

とができるものであります。  

 続きまして，裏面をご覧ください。  

 次 に ，「 ４ ． 宇 都 宮 駅 東 口 の 地 区 計 画 」 で ご ざ い ま す が ，

「（１）地区計画の変更理由」につきましては，コンベンショ

ン施設と連携したイベント開催やＬＲＴ停留場等との連続性

を確保した交流広場となるよう，宇都宮駅東口地区地区計画

に定めている地区施設広場１号の配置及び規模を変更するも

のでございます。  

 「（２）地区計画の変更内容」でございますが，右側の計画

図  黄色の枠で示しました変更前の広場を，赤色の枠で示し

ましたエリアに配置を変更するもので，変更前の約５，００

０㎡を，今回の変更案によりまして約６，０００㎡に規模を

変更するものでございます。これにより，図 1 中央のパース

にありますように，パース下側の東西自由通路から広場を中

心に，各施設とＬＲＴ停留場などの一体感が醸成された都市
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空間の形成を図るものであります。  

 最後に，これまでの経過についてでありますが，宇都宮駅

東口地区関係権利者及び宇都宮駅東口周辺にお住まいの方を

対象とした「宇都宮駅東口地区整備事業に関する説明会」を

平成３１年４月２５日に開催し，事業の概要や都市計画手続

きについての説明を行いました。その後，都市計画素案の周

知につきましては，都市計画法第１６条に基づく，「素案の縦

覧」を５月７日から２週間実施し，縦覧者は１名おりました

が，意見申出書の提出はございませんでした。 

 また，都市計画法第１７条に基づく「都市計画案の縦覧」

を「広報うつのみや」や「市のホームページ」でお知らせし，

６月１９日から７月３日まで実施したところ，縦覧者は１名

で，１件の意見書の提出がありました。この意見書の取り扱

いについてでありますが，都市計画法第１９条第２項の規定

によりまして，「市町村は，都市計画の案を都市計画審議会に

付議するときは，提出された意見書の要旨を審議会に提出し

なければならない」とされておりますことから，本日は意見

書の要旨を提出し，その意見の内容を説明させていただきま

す。  

 １枚おめくりいだだき，説明資料２をご覧ください。  

 １件の意見書に５項目の意見をいただいております。原文

を転記しました意見書の内容，意見に対する市の見解につい

て順に説明させていただきます。  

 まず，１の意見でございますが，「変更理由を考えても広場

１号，約１，０００㎡増になる各広場理由が不足している。」

というご意見でございます。  

 こ れ は ，「 広 場 の 面 積 を 増 や す 理 由 が 不 足 して い る の で は

ないか」というご意見と受け止めさせていただき，本市の見

解といたしましては，「駅やＬＲＴの利用者，各施設の利用者

など，多くの人々が集い交流する広場の面積を確保するとと

もに，地区の特性を活かし，コンベンション施設と連携した

イベント開催やＬＲＴ停留場等との連続性を確保した交流広

場の形成など，地区の一体感が醸成される広場を整備するも

のである」という理由をお示ししております。 

 次に，２の意見でございますが，「東西自由通路に接続広場
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の考え方が屋上レベル（２階）デッキ式であり，通路と広場

にする。」とのご意見でございます。  

 こ れ は ，「 東 西 自 由 通 路 か ら 接 続 す る 広 場 が２ 階 と な っ て

おり，１階にも接続する」というご意見と受け止めさせてい

ただき，本市の見解といたしましては，「ＪＲ宇都宮駅直結の

東西自由通路から広場の２階レベルに直接アクセスでき，そ

こから広場の１階レベルにアクセスできる」というアクセス

経路についてお示ししております。  

 次に，３の意見でございますが，「広場１号各場所の特徴不

足」とのご意見でございます。  

 これは，「広場としての特徴が不足しているのではないか」

というご意見と受け止めさせていただき，本市の見解といた

し ま し て は ，「 １ の 意 見 に 対 す る 市 の 見 解 に 記載 の と お り で

ありますが，地区の特性を活かし，各施設やＬＲＴ停留場等

との一体感が醸成される広場となっている」という広場の特

徴をお示ししております。  

 次に，４の意見でございますが，「広場１号の屋上レベルか

ら１階レベルまでの傾斜が有り，改善する。」とのご意見でご

ざいます。  

 これは，広場の２階レベルと１階レベルを繋ぐ階段の改善」

というご意見と受け止めさせていただき，本市の見解といた

し ま し て は ，「 広 場 の １ 階 レ ベ ル 及 び ２ 階 レ ベル へ の 歩 行 者

動線の連続性や円滑なアクセス性を確保するため，階段を設

けており，この階段につきましては，広場でのイベント開催

時 な ど に お い て は 客 席 と し て も 利 用 で き る も の と な っ て い

る」という階段の必要性をお示しするとともに誰もが安心し

て利用できる広場となるよう，エレベータを設置するなど，

バリアフリーに配慮した整備を行う」という整備にあたって

の考え方をお示ししております。  

 次に，５の意見でございますが，「子供広場が有りますか。」

とのご意見でございます。  

 本 市 の 見 解 と い た し ま し て は ，「 小 さ な お 子様 か ら 高 齢 者

まで幅広い方が集い，憩い，交流できる広場を整備する。」と

いう整備に当たっての考え方をお示ししております。  

以上をもちまして，  
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大森会長

森岡委員

駅東口整備室長

森岡委員

駅東口整備室長

 議案第１号「宇都宮都市計画用途地域の変更」「宇都宮駅東

口地区」及び議案第２号「宇都宮都市計画地区計画の変更」

「宇都宮駅東口地区地区計画」の説明を終わります。  

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。  

 

 事務局からの説明が終わりました。委員の皆様から，ご意

見等ございますか。  

 

 何点か質問があります。  

 まず，駅東口整備事業のスケジュールが全く示されており

ませんが，理由があるのですか。  

 

 ご質問にお答えいたします。  

 すでに公表しているものについてスケジュールを一度お示

ししておりますので，今回，特段資料は作成しておりません。

２０２２年のまちびらきに向けまして，概ね今年中に設計を

完了し，来年度以降，工事に着手する予定となっております。

施設の進捗状況によって前後しますが，概ねのスケジュール

で進めていきます。  

 

 特例容積率で容積を移転するわけですが，土地の所有権は

市のままで，定借で貸したり，市が自ら利用することだと思

いますが，そういうところまである程度計画が固まっていて，

当然，容積を移転しないと今回の計画が実施できないわけで

すよね。説明は前回示していただいたのですが，具体的にど

の部分がどういうふうになっているので移転が必要というこ

とをある程度説明してもらえるとよりわかりやすい。広場が

5,000 ㎡から 6,000 ㎡になるのは非常にいいことだと思いま

すので，もう少し詳しく説明してください。  

 

 それでは，お手元の参考資料を元に改めてスケジュールを

説明します。  

 公共施設についてご説明しますと，コンベンション施設と

交流広場につきましては，現在基本設計を進めているところ

で，今月，もしくは来月中には基本設計を完了し，完了次第，
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森岡委員

実施設計に着手する予定です。  

 工事につきましては，実施設計完了後の来年度にコンベン

ション施設の工事を開始する予定です。交流広場はコンベン

ション施設の一部を利用するため，コンベンション施設の外

形が出来上がる令和３年に，交流広場の工事を発注したいと

考えております。  

 次に，南街区の自転車駐車場につきましては，すべての工

事に影響があるため，進捗を一番早くしており，設計を今月

中には完了させ，１０月から工事に着工し，来年度当初から

の供用開始を予定しております。供用開始後，現在，中央街

区にある仮設駐輪場を撤去し，中央街区の工事を本格化して

いく予定です。  

 次に，民間施設についてご説明します。 

 複合施設棟①については，現在，基本設計を進めており，

概ね今月中には基本設計が完了する予定です。来月から実施

設計を行い，来年度に工事の着手を予定しております。  

 次に，高度専門病院については，民間施設のなかではもっ

とも早いスケジュールであり，現在基本設計がほぼ完了して

おり，９月ごろには実施設計が完了し，１１月からの工事着

工を予定しております。  

 次に，複合施設棟②は，新たに五つ星ホテルであるラグジ

ュアリータイプのホテルが入るため，現在，ホテルの事業に

関する基本計画が完了したところであります。今月中には基

本設計・実施設計を同時に進め，来年度の工事に間に合うよ

うに事業を進めると伺っております。  

 最後に，分譲マンションにつきましては，現在，基本計画

を作成している段階であり，終わり次第，基本設計・実施設

計を同時に進めていき，来年度以降に工事着手を予定してお

ります。  

 全体の工事スケジュールは以上です。  

 

 次ですが，容積率の移転は，土地所有者が民間であると金

銭のやり取り等があると聞いているが，今回は，市有地なの

で，一体で開発できると思うが，なぜ容積率の移転が必要な

のか，現在，具体的にこのような計画をしており，容積率が
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駅東口整備室長

森岡委員

駅東口整備室長

超過してしまうので，今回このような提案をしたということ

を説明していただきたい。  

 

 参考資料の中央の図で説明させていただきますと，現在，

中央街区につきましては，ＬＲＴの軌道敷で二つにわかれる

予定でございます。ＬＲＴの軌道敷から左を仮に中央街区①

とすると，こちらに配置する複合施設棟①の容積率が概ね４

００％，コンベンション施設が１２０％程度なので，こちら

については，容積率の上限の緩和は必要ございません。ＬＲ

Ｔの軌道敷の右側については，病院と複合施設棟②が立地す

る予定でございます。複合施設棟②がかなり容積を利用する

予定であり，２つの敷地を１つとみなす一団地という形で認

定をとる予定ですが，認定をしたとしても，それでも２つの

建物を合わせると９００％程度の容積率が必要となる施設提

案であります。今回は，特例容積率の区域を指定し，中央街

区の北側の容積率を，南側に移転したいとのことで定めてお

ります。  

 

 最後に，広場が５，０００㎡から６，０００㎡になって非

常に良いと思っているのですが，説明があったように駅から

も２階部分でつながっており，ＬＲＴの停留場にも１階レベ

ルでつながっているので非常に使い勝手が良いと感じるが，

２階部分の広場の下と，３階広場の１階及び２階をどのよう

に利用するのか。  

 工事は市施工であり，他は民間での施工だが，なぜ一体で

民間施工としないのか，スケジュール調整等効率が良いと感

じるが，広場のみ独自に市施工にしている理由を教えてほし

い。  

 

 広場の下の利用について，現在予定しているのは，２階交

流広場の下は，コンベンンション施設の１階に該当し，そこ

には小会議室を配置する予定であります。小会議室の上が広

場となります。３階の交流広場の下は，コンベンション施設

の大ホールの上にあたりますので，１階，２階部分は大ホー

ルの吹き抜け部分にあたります。１つ目の質問に対する回答
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森岡委員

駅東口整備室長

森岡委員

駅東口整備室長

は以上です。  

 ２つ目ですが，今回，コンベンション施設等につきまして

は，民間からの買取りを予定しております。募集の段階で，

コンベンション施設等については民間との合築も認めますと

のことで提案を求めましたので，合築の場合は，市の直接施

工というよりは，民間と一緒に設計・施工し，その必要な部

分を買取るという方法になるので，買取りも可能だという条

件のもと進めてきたなかで，今回民間との合築ではありませ

んが，民間から買取りという提案を受けたので，現在，買取

りということで進めております。  

 交流広場につきましては，広場はもともと土地の上に必要

な施工を施して広場にしますので，その広場を買取るという

概念自体が下の土地まで含めて買取るのであれば買取りとい

う方法もありますが，市の土地の上に単純に整備をする場合

について，そこを買取るという方法が，技術的に可能なのか

どうかとういことになりまして，交流広場については，市の

土地の上に必要な整備をするので，市施工にしたところです。

ただ，施工会社については，グループの一員として入るよう，

条件をつけたので，グループ全体としては，計画・工事工程

等が調整できるようなグループ編成をさせていただいたとこ

ろです。  

 

 最後ですが，施設は買取り，２階部分の上に広場，３階部

分の上に広場を造るわけなので，むしろ，技術的に加重計算

等があると思うが，そういうのも全部実施設計まで民間側が

やるのだろうけど，施工だけ市が行うのか。  

 

 広場については，設計も市の発注になります。  

 

 そうではなく，植栽などは市で設計なりするのだろうけど，

基礎になる部分，２階の屋上部分のグレード等に合わせたコ

ンベンション施設の設計等は民間に行ってもらうのだよね。

交流広場だけは市がやるってことなのだね。  

 

 交流広場については，コンベンション施設を設計する構成
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大森会長

武井委員

駅東口整備室長

武井委員

駅東口整備室長

武井委員

駅東口整備室長

森岡委員

駅東口整備室長

企業の公共施設設計のグループに発注をかけておりまして，

随意契約方式で工事の設計も発注もお願いする形になってい

るので，委員がご心配のそういった計算などは十分カウント

されるような発注をしております。  

 

 他になにかございますでしょうか。  

 

 広場というものの定義と管理は市なのか。  

 

 定義は，施設としては広場との位置づけの施設になります。

管理については，市が指定管理者を選定したうえで，管理運

営を行っていただく予定ですが，コンベンション施設との一

体性や一体利用等が想定されるので，コンベンション運営の

グ ル ー プ に 一 体 的 な 管 理 運 営 を 任 せ た い と は 考 え て お り ま

す。  

 

 広場とは何になるのか。露店や市民が自由に利用できるや

出入口は何か所必要等の定義はあるのか  

 

 基本的には２４時間誰でも人が出入りすることができ，自

由に利用することができる場所であるものが基本的な定義で

あると伺っております。  

 

 イベント等が行われる１階レベルの広場の管理は運営会社

が行うのですか。  

 

 その通りです。  

 

 簡単に言うと，都市計画法上の都市広場とか公園とかの指

定をしないで，市が管理する広場という位置づけだけなんだ

よね。法的な制約は何もなく，広場ということでやりますよ

との意味なのだよね。 

 

 その通りです。  
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大森会長

小平委員

都市計画課長

駅東口整備室長

 他にございますでしょうか。  

 

 地区計画上の広場という位置づけにおいて，広場を面積で

指定する場合，構造物や建築物等の制限がかからないものな

のか，何か緑地として活用しないといけないのか，広場とし

ての活用が前提としての指定となるのか，位置づけがよくわ

からないので，説明してほしい。  

 もう１点が，広場１号が面積変更後１，０００㎡広くなっ

て，緑地の面積が増える面ではすごく良いと思っているが，

面としての指定なので，実際の整備状況をみると，１階レベ

ル，２階レベル，３階レベルという形に立体的に分断される

ような活用の手法をとっているが，屋上広場が２か所あるの

で，一般市民利用がきちんとできる状況で活用されるのかど

うか確認をさせてください。  

 

 １つ目の地区計画に定める広場についてですが，通常，地

区施設として広場を設定するときに，森岡委員も先ほど確認

されておりましたが，通常の都市公園と同じような網をかけ

て，しっかり都市公園として管理して活用する公園としての

活用と，例えば街中にあるオリオンスクエアや二荒山神社の

広場みたいな広く市民の方に利便的に使っていただくような

手法としての広場がありますが，そちらについては地区計画

制度の広場の定義の中では，どちらの手法を利用しても構わ

ないとされております。それに対する構造上の制限は特にな

く，また平面でそれを確保しなければならないということで

もなく，階層ごとに設けて，トータルで広場の面積を確保す

る場合という定めであれば，それに即した整備をしていただ

ければ特に問題はないとされております。 

 

 ２つ目の利用についてですが，こちらの広場は先ほどの参

考の１枚目の中にはこうした動線として示してありますが，

この動線は一般の方が通れる，または施設に入ってくる方の

動線ということで示しておりまして，当然ＬＲＴ停留場から

自由に出入りできますし，２階の広場もＪＲの東西自由通路

から自由に行き来できます。３階につきましても，階段また
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小平委員

森岡委員

駅東口整備室長

大森会長

竹中委員

はエレベータを設置しますので，そちらを利用していただい

て，常に３階の広場も自由に利用できる設計となっておりま

す。  

 

 大枠で整備の方針も出来上がっており，実際にこれから実

施設計に入っていくと思うが，宇都宮は雨が非常に多いので，

雨天時に滑らないような材質や，エレベータはあるが，交流

広場の構造で階段があるので，高齢者が利用された際にケガ

をすると困るので，今後も実施設計の中で安全性の配慮と雨

天時の回遊性も含めて，引き続き施設整備のなかで検討をお

願いしたい。  

 

 それに関連してですが，資料だと，施設の特徴で約３，０

００人を超える大規模なイベントの開催等が特徴として出さ

れているが，広場はイベント開催用の広場ではないですよね。

誰もが自由に利用できる広場で，ただ施設との一体利用など

のときには一定の制限をかけるが，基本は誰もが行ったり来

たりできる広場でいいのですよね。  

 

 基本的には誰もが自由に２４時間出入りできる広場として

おりますが，公表する段階で交流広場の特徴を市としてＰＲ

したかったとの思いもありまして，イベントで使える，また

コンベンションや他の施設と一体的に利用ができるというと

ころを強くＰＲしたことから，イメージがどうしてもイベン

ト広場となってしまっておりますが，委員のご指摘のとおり，

一般の市民の方の滞留の場として利用していただく場所とな

っております。  

 

 その他になにかございますでしょうか。 

 

 意見書の件で，意見書の内容のとり方が色々なふうにとれ

ると感じます。  

 例えば意見書の「３  広場１号（各場所の特徴）不足」で

すが，お答えいただいたような内容を聞かれているような気

もしますし，あるいは，「１階，２階，３階それぞれの広場の
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都市計画課長

村田委員

駅東口整備室長

村田委員

特徴を教えてください」との意味にもとれますので，この審

議会のやり取りがなんらかの形で外に公表されると思うので

すが，それならばそれを見ていただければと思うので，今回

のやり取りが公表されるものと思ってよろしいでしょうか。

 

 審 議 会 の 議 事 録 が Ｈ Ｐ 等 で ご 覧 い た だ け る よ う に な り ま

す。  

 

 今オリオンスクエアのような施設が屋根を新しく架けなお

して，利用価値を高めるという作業に移っていると思います

が，今回１階部分の交流広場は特別屋根のようなものは計画

されていませんが，市民ニーズがあり，屋根を架けたほうが

良いとなった場合，容積率等をよそに移している関係もあっ

てここに新たに屋根を架けられないのか，もしくは十分にま

だ余裕があるのか，あとどのくらい利用が可能なのか。ご見

解を伺いたい。  

 

 正確な数字は現時点では計画が固まっていないのと，屋根

の大きさが確定しておりませんので，お伝えできませんが，

複合施設棟①が４００％，コンベンション施設については１

２０％程度でございますので，ここは容積率が６００％ござ

いますので，複合施設棟②と病院のほうに９００％とした場

合でも余裕はございますので，屋根等を設置するのには支障

はないと考えております。屋根の構造や大きさにもよります

が，一般的なものであれば十分可能であると考えております。

 

 実際どのくらいのことができるのかということを計画の段

階でしっかりイメージしておいてほしいと思いますので，こ

れは今後の課題として，本設計に移る際等，どのくらいあと

余裕があって，どこか建て増しする例えば大きなラグジュア

リーホテルをもっと建て増しするとなった場合等，どのくら

い能力的に余裕があるのか，ある意味そういった部分が付加

価値であると思う。今後大きくできる要素が残っているとい

うのが付加価値で，一般的に言う住宅用のマンションみたい

なものですと，何十年か経って建て替えが必要となり，建て
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駅東口整備室長

大森会長

武井委員

増しが必要になったときに，例えば部屋数を増して新たに分

譲する部分が費用に充当されるので，長く住み続けられるマ

ンションができるみたいなことは手法としてよく使われてい

るので，将来，長く使っていただける駅東の広場としては，

容積率をどのように考えていくかというところは結構重要な

のではないかと思うので，ぜひご検討いただきたいと思いま

す。  

 あともう１点が，意見書の中の５番に，「子供広場が有りま

すか。」というご質問があって，それに対しては，小さなお子

様 か ら 高 齢 者 ま で 幅 広 い 方 が 集 う と い う こ とで ，「 皆 さ ん に

お使い頂けるように考えてますよ。」ということですが，「子

供広場が有りますか。」というご質問の意味からすると，子供

用の遊具みたいなものがどこかに置かれるのかという質問で

はないかと私は捉えられるのですが，その辺は，幅広い方に

集 っ て い た だ け る よ う な 計 画 が あ る の か ど う か 教 え て ほ し

い。  

 

 現在，こちらの広場のコンセプトや利用を考えますと，コ

ンベンンション施設や商業施設と一体利用で何かイベントを

開催する可能性があるということなので，遊具等があります

とそういった利用に支障がでる可能性がありますので，今の

ところそのような整備の予定はございません。ただ，１階に

例えば水景施設等を設置して，ポップアップの噴水等の設置

の提案もありますので，そういったところで子供が水遊びを

していただくなど，そのような利用ができるような設計・整

備を検討しております。  

 

 意見書の件ですが，先ほどもご質問があったように少し内

容が曖昧で多様に受け取れてしまうので，回答は仕方ないと

思われますね。予想しながら回答するしかないと思いますね。

 

 広場についてですが，いろんな意見を聞かせていただきま

して，オリオンスクエアみたいな使い方になってこちら側に

は大きな階段があってなど，イメージが掴めてきたのですが，

広場の利用を想像するときに，この絵を見ますと，まだ想像
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大森会長

駅東口整備室長

武井委員

駅東口整備室長

できない部分が広場の二方向に接しているＬＲＴの軌道とそ

の広場に人がどのように入っていくのだろうかというのが想

像つかない。もちろん軌道には車は入ってこないという想定

なのでしょうか。歩行者の関係や，あるいは反対側の商業施

設からどちら側に向かって人は流れていくのだろうかという

ことが広場の利用率を左右していくのだと思いますので，こ

の絵だと，駅からの２階の専用通路から行って行き止まりみ

た い に な っ て い る よ う な イ メ ー ジ に と れ な く も な い の か な

と。オリオンスクエアは宇都宮の旧市街地の活性化に寄与し

ていると私は評価しておりますので，この駅東口が宇都宮の

まちを元気にするような場所になるようにその辺の部分をよ

く注意して計画して頂きたいと思います。 

 

 歩行者の動線についてはまだ決まってないということでし

ょうかね。  

 

 現在の提案では，参考の図面のイメージ図にありますが，

ＬＲＴの軌道沿いのコンベンション側につきましては，ＬＲ

Ｔ停留場からずっと歩いて東側の柳田街道に抜けられるよう

な通路として利用は可能です。  

 また，商業施設の部分につきましては，駅から自由通路を

出て，広場に出た段階で，民間施設の設計の考え方としては，

広場からメインで人が商業施設に入れるような入口を設けた

との考えをお持ちです。さらに，この通路をまっすぐ行きま

すと階段を通ってやはり東側に抜けられるという動線計画を

予定しているところです。  

 

 そうすると，連絡通路を抜けて大階段を下りて，１階の広

場に出で，それから反対側の商業施設にはＬＲＴの軌道を横

断してアクセスするのですか。  

 

 ＬＲＴの右手南側にあるホテル・商業施設への動線につき

ましては，自由通路から２階レベルでデッキを繋ぎ，ＬＲＴ

の上空を横断できるような計画を考えております。  
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武井委員

駅東口整備室長

武井委員

大森会長

蟹江委員

駅東口整備室長

武井委員

 ＬＲＴとは立体交差するということですか。 

 

 そのとおりです。  

 

 できるだけ利用が図られるような広場として計画してくだ

さい。  

 

 たくさんご質問ご意見がでましたが，他に何かございます

でしょうか。  

 

 コ ン ベ ン シ ョ ン 施 設 が か な り 大 き な 面 積 を 占 め る と 思 う

が，学会以外にどんなものを想定しているのか。赤字になっ

た場合どうなるのでしょうか。  

 

 現在，学会以外の利用としては，プロスポーツ関係のイベ

ント，中ホールは音楽イベント，会議室としは，企業のミー

ティングであったり，市民の会議の場であったりそういった

活用を考えております。  

 赤字の場合ということですが，現在これまでの需要調査で

概ね稼働率６０％程度と考えておりまして，まだ利用料金等

を設定しておりませんが，他市の状況等でシミュレーション

しますと，費用と歳入でほぼ相殺できるものと思われます。

 

 中ホールが収容人数７００人で可動式のチェアが豊富であ

るが，可動式の７００人というのが中途半端な気がするが，

例えば県の総合のサブホールが４・５００人ぐらいなんです

ね。  

 固定式で５００人ぐらい，ちょうどそのぐらいが使い勝手

がよいと考えているが，７００人というのは中途半端な感じ

がするし，しかも可動式であるので，ホールとして会議場な

のかホールなのかよくわからないような中途半端のものがで

きてしまうのかなという想像ができるのと，私の個人的な感

覚ですが，４００人ぐらいの小ホールが宇都宮は求められて

いるような気がするので，例えば，７００人がふたつに分か

れるとか，そのようなことを考えてもいいのかなと思います。
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駅東口整備室長

小平委員

駅東口整備室長

森岡委員

これは主観です。  

 

 現在設計中ですので，確定ではございませんが，中ホール

についてはステージがあり，７００人は全体収容で，ロール

バックチェアがでてくるとロールバックチェアが約３００人

分，そのほかに可動式の椅子を平場に置いて３００人分，そ

こが可動間仕切りで分割できるようになりますので，やはり

需要で多い３００人規模のホールとしても使えるような設計

にはしております。  

 

 あとひとつなのですが，地区計画区域内にＬＲＴの軌道敷

が入ってきます。別事業なので，本事業とは関係がないもの

なのですが，区域としてみた場合に，パース図ですと緑化軌

道になっていますが，現実的に設計して施工に入っているの

は，舗装路面ですので，景観面で広場との一体性というもの

をぜひデザインの中にしっかりと入れ込んでここの区域の中

の景観や一体感というものを醸成していく必要があると思い

ます。実際にはＬＲＴはもう施工認可をおこなっております

ので，これから変更が可能かどうかということもありますが，

景観面でしたり，広場との一体性の調整も今後この区域内の

開発にあたっては行っていただきたいと思うのですが，今ど

のようなお考えになっているのかだけ教えてください。  

  

 委員ご指摘の通り，ＬＲＴについては国の認可を受けてお

りますので，変更できる部分とできない部分がありますけれ

ども，東口の整備にあたっては，ＬＲＴの軌道空間も含めて

地区全体の景観形成が重要だと認識を持っておりまして，現

在，東口，ＬＲＴ，事業者におきまして，ここの望ましい景

観・意匠を考えたうえで，ＬＲＴとしてできること，我々と

して支援できること，そういったものの役割分担を整理しな

がら，できる限り統一感のある意匠・景観をつくる検討をし

ております。  

 

 一般市民の駅東に住んでいる人の利用ですが，東からずっ

と鬼怒通りを歩いてきてＬＲＴの軌道らしきものを通って東
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駅東口整備室長

大森会長

津浦委員

都市計画課長

大森会長

口階段を昇って駅に向かうというのが，駅利用者の歩行者動

線になっているが，これができることによって，駅利用者の

動線はどんなふうになるのか。  

 ＬＲＴの軌道敷には歩行者は入れるのか入れないのか。  

 ＬＲＴの軌道敷の上の利用は今現在可能なのかどうか。  

 

 まず歩行者動線につきましては，東側から歩いてこられる

方はＬＲＴの横断歩道を渡っていただいて，ＬＲＴの軌道の

脇に７ｍ程度の通路スペースがありますので，そこを歩いて

そのまま交流広場の１階から東西自由通路に昇っていくか，

もしくは，自由通路からまっすぐ２階の広場を通りましてそ

のまままっすぐ階段で東側に抜けられるような通路が確保さ

れますので，そちらで駅に向かっていただくような形になり

ます。  

 ＬＲＴの軌道の中には安全面から歩行者が立ち入れないよ

うに柵等を設けていきたいとのことであるので，一般の方の

出入りはできない方向で整備をしております  

 ＬＲＴの軌道敷の上空については，利用は可能であり，デ

ッキ利用等については問題ありません。  

 

 他にございますでしょうか。  

 

 意見書については，審議会に付議して審議をするというこ

とになっているようですが，特に意見書を出された方への返

しは，法上は必要ないということでよろしいのでしょうか。

 

 通常は，土地利用の中で申請者に対してこのような考え方

ですとのお返しをするというところまでは規定されておりま

せんので，あくまで審議会の中で議論いただくということに

なります。  

 

 その他ございますでしょうか。よろしいでしょうか。ご意

見・ご質問も出尽くしたようですので，お諮りしたいと思い

ます。２つ議案がございますけれども，まず，議案第１号に

ついては，「原案どおり異存なし」とすることで御異議ござい
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各委員

大森会長

各委員

大森議長

 

 

 

（その他）  

大森議長

 

片庭書記

ませんでしょうか。  

 

 異議なし  

 

 ありがとうございます。  

 続きまして，議案第２号についても「原案どおり異存なし」

とすることで御異議ございませんでしょうか。 

 

 異議なし  

 

 ありがとうございます。  

 それでは，議案第１号及び議案第２号については，「原案ど

おり異存なし」と答申することといたします。 

しかし，たくさん貴重なご意見をいただきましたので，主に

広場の使い方に関することが多かったとは思いますが，ぜひ

駅東口整備の構成企業に伝えていただければと思います。  

 

 

続きまして，「その他」に移ります。  

 本日は，その他の案件として事務局より，１件報告事項が

ございます。  

 それでは，ＮＣＣ形成に向けた市街化調整区域における地

区計画制度を活用したまちづくりについてのご説明お願いい

たします。  

 

本日机上配布させて頂きました。右上にその他とある資料

をご覧ください。  

趣旨といたしましては，今後，市街化調整区域の地区計画

について都市計画審議会における審議を予定しておりますこ

とから，ネットワーク型コンパクトシティの形成に向けた市

街化調整区域における地区計画制度を活用したまちづくりに

ついてご説明をさせて頂くものであります。  

まず，①ＮＣＣの拠点形成等に向けた取組についてでござ

いますが，本市におきましては人口減少や超高齢社会にあっ

ても，市民の誰もが安心して便利に暮らせる魅力あるまちと
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し て 持 続 的 に 発 展 し て い く た め ， こ れ か ら の 本 市 の 人 口 規

模・構造や都市活動に見合った都市の姿としてＮＣＣを都市

空間形成の理念に掲げ，各地域において様々なまちの機能が

充実した拠点を形成し，各拠点等が公共交通ネットワークで

結ばれたまちの実現を目指しております。また，その具現化

を図るため都市全体を見渡したまちづくりの観点から，主に

市街化区域を対象とした「立地適正化計画」と「市街化調整

区域の整備及び保全方針」に基づき，郊外部地域を含めた利

便性が高く暮らしやすい拠点の形成や多様な暮らし方が選択

できる居住環境の維持向上などに取り組んでいるところであ

ります。  

②といたしまして，そのうち「市街化調整区域整備及び保

全の方針」についてでございますが，市街化調整区域におけ

る将来の土地利用の方向性を明らかにし，本市の実情に応じ

た都市計画制度の運用により市街化調整区域に配置した地域

拠点７か所を中心に郊外部地域の持続性を高めるまちづくり

を促進するための方針として平成３０年３月に方針の改定を

行ったところであります。  

③方針の位置づけでございますが本市「総合計画」や「宇

都宮都市計画区域マスタープラン」に即し，「都市計画マスタ

ープラン」と整合しながら，主に市街化区域を対象とした「立

地適正化計画」と連携を図りながら市街化調整区域の諸課題

に対応するための方針を示すものでございます。  

裏面をご覧ください。 

④計画の期間でございますが，概ね２０年先を展望すると

ともに，合わせてＮＣＣ形成ビジョンを見通す２０５０年を

見据えた方針としております。  

⑤「保全の方針」改定の内容と特徴でございますが，保全

の方針によって（２）目指していく将来のまちといたしまし

て地域特性に応じた将来に渡って住み慣れた場所で安心して

暮らし続けることのできる地域を掲げております。また（３）

特徴といたしましては，本市ＮＣＣの最大の特徴といたしま

して，市街化区域だけではなく市街化調整区域においても合

併前旧市町村の中心部など７か所に地域拠点を配置し，ア～

ウの３つの柱により地域拠点を中心とした各地域の持続性を
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高める土地利用の方針を定めております。 

まず（ア）地域拠点の利便性向上といたしまして，身近な

地域の拠点に日用品を買う店舗や医療施設・子育て支援施設

等を誘導し，生活の利便性の向上に取り組むこととし，地域

拠点に売り場面積１０００㎡以下のスーパー等の立地誘導を

可能とする開発許可の基準を調整するとともに，地域拠点に

生活利便機能の立地誘導を図るための施設立地への助成制度

を創設してございます。  

次に（イ）利便性を地域内で共有できる環境形成といたし

まして，地域全体で地域拠点の利便性を共有できるように地

域内交通により地域内のどこからでも地域拠点にアクセスが

出来るよう環境を整えていくこととし，地域内交通の導入，

利用促進を図っているところでございます。  

また（ウ）居住の誘導といたしまして利便性の維持・向上

や地域コミュニティの維持に向け，地域拠点や市街化調整区

域に立地する小学校周辺に緩やかに居住の誘導を図ることと

し，具体的には地域拠点小学校周辺に居住を誘導するための

地区計画制度の活用を促進するため，運用区域の明確化や建

設条件の緩和などを行っております。  

⑥スケジュールでございますが，昨年 4 月から地区計画制

度の活用促進の中，各種制度の運用を開始するとともに市街

化調整区域において目指す土地利用実現に向けた地域主体の

取組支援等を行っているところでございます。 

次に２枚目をめくっていただきましてＡ３縦の右上に参考

と記載がございます図面をお開き，ご覧頂きたいと思います。

タイトルが都市機能誘導区域・居住誘導区域・市街化調整

区域の地域拠点区域等の範囲イメージでございます。本資料

につきましてはＮＣＣの都市構造につきまして，中心部の都

市拠点や各地域拠点の配置，また鉄道やＬＲＴ・幹線バス路

線などのネットワークの配置を図面に落としたものでござい

ます。まず図面中央の薄い黄色で着色してある箇所は市街化

区域となってございます。その中でオレンジ色に着色してい

る箇所が立地適正化計画で定めた居住誘導区域でございまし

て，鉄道駅などの交通結節点の周辺や幹線バス路線沿線など

に居住誘導区域を定めてございます。また，周辺の白い部分
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につきましては「市街化調整区域の整備及び保全方針」の対

象であります市街化調整区域が白い部分となっております。

その中で紫色の線で示した場所が市街化調整区域の地域拠点

７か所。また，水色の線で示したのは市街化調整区域の小学

校周辺の地域コミュニティ維持エリア１９か所となっており

ます。この紫色と水色の線で示したエリアにおきまして，市

街化調整区域の地区計画制度を活用して居住の誘導を図り，

地域コミュニティを維持していくこととしてございます。  

続きまして，地区計画制度の概要につきまして，クリップ

止めの一番後ろにパンフレットがございますので４ページを

開いて頂きたいと思います。地区計画制度についてでござい

ますが，上段に記載がございます通り，市街化調整区域にお

きましては豊かな自然環境や良好な営農環境を保全するため

開発や建築行為が制限されてございます。そうした中で少子

超高齢社会や人口減少によりまして日常生活での利便性の低

下や地域コミュニティーの活力低下が懸念されておりますこ

とから将来に渡って住み慣れた場所で安心して暮らし続けら

れる地域づくりのため，地域の皆様や事業者が主体となって

計画的に道路・宅地・公園の整備でき，店舗や住宅の誘導に

つながる地区計画制度の活用を進めてございます。  

地区計画制度が活用できる区域要件につきましては中段を

ご覧ください。市街化調整区域の地域拠点７か所と市街化調

整区域の小学校周辺１９か所を定めることにより，地区計画

の運用区域の明確化を図っております。続きまして制度活用

のための主な要件につきましては区域面積が５０００㎡以上

であること，また区域が６ｍ以上の道路に接続していること，

さらに上水道に接続し，また下水道に原則接続できることな

ど既存のインフラを活かしながら地区計画制度を活用したま

ちづくりが行われるような要件を定めております。  

続きまして，地区計画制度で定める内容につきましては下

段をご覧ください。地区計画におきましては建物の建て方な

どに関して地区の特性に応じてきめ細かなルールを定める必

要があり，具体例といたしましては道路や公園などの地区施

設の規模・配置や敷地の最低限度，垣柵などの構造の制限を

定めることになります。  
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大森議長

 

武井委員

 

続きまして，地区計画制度の活用・イメージにつきまして

は５ページをご覧頂きたいと思います。中段の地区計画の活

用・イメージにございます通り，こちら現状のイメージでご

ざいますが，道路が狭く通行に不便であったり，また空き地

や耕作放棄地が存在し地域の活力低下が懸念されている場所

などにおきまして地区計画を活用した土地利用が進められる

ことによりまして，下段にございます通り既存の道路が拡幅

されたり，空き地や耕作放棄地を利用して道路や公園などが

計画的に整備でき，新しい住民が増えることで地域コミュニ

ティの維持活性化を図っていくこととしております。  

続きまして６ページをご覧ください。地区計画制度の活用

の流れでございますが，左側の黄緑色で示しました地域住民

が主体となった取組と右側の民間事業者が主体となった取組

に分けられますが，いずれの場合におきましても，地域住民

と民間事業者の連携を図りながら，また市から技術的な支援

を行いながら検討を進めていくというような流れとなってご

ざいます。現在市内におきまして民間事業者主体の取組とい

たしまして，市街化調整区域の清原東小学校周辺の地区計画

につきまして，都市計画法１６条に基づく都市計画の素案の

縦覧を行っているところであります。  

次回の都市計画審議会におきまして具体的な地区計画の内

容についてご審議を頂く予定となってございますのでどうぞ

よろしくお願いいたします。  

以上でＮＣＣ形成に向けた市街化調整区域における地区計

画制度を活用したまちづくりについて本日は終わりといたし

ます。  

 

はい，ありがとうございました。議員の皆様から何かご質

問等ございますか。  

 

色 ん な 分 野 に 渡 っ て い っ て し ま う と は 思 う の で す け れ ど

も，こういったものが成功するかどうかは，公共交通のデザ

インがすごく重要な要素となっているのではないかと考えて

おりますので，地域内交通を助成するようなレベルではなく，

もうちょっと積極的に地域内交通それから地域間の交通，そ
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大森議長

 

森岡委員

高橋幹事

 

 

 

 

 

 

 

 

森岡委員

 

大森議長

 

閉会  

大森議長

 

れから宇都宮の中心部にどのように公共交通が伸びていって

利用できるのかということも同時に計画，あるいは同時にデ

ザインしていかないとまずいのではないかと考えていますの

で，そのあたりも併せて考えて計画していただければこうい

ったことが成功していくというふうに考えております。  

 

はい。ご意見ありがとうございます。続けて森岡委員。  

 

非常に良いパンフレットができ，説明を聞いて各地域で地

区計画の検討が進んでいて，非常に楽しみなのですが，４ペ

ージの地区計画制度の区域要件，これを見るとかなり厳しい

ような気がするので，このようなところも今の地域交通の話

ではないのですが，その他連携を取りながら６ｍ以上の道路

に接道しているというのを事業者が幹線道路から６ｍの道路

をひくなどのことを可能なようにしていかないと，なかなか

区域の中では厳しいような気がするのですが。   

 

はい，委員長。  

今森岡委員がおっしゃられた４ページの中段の６ｍ道路に

接続していることということは，基本はそういうことなので

すが，市街化区域の中でも開発区域以外のところにアクセス

する道路を関係する道路として接続することは可能でござい

ます。それは市街化調整区域の地区計画制度を活用するまち

づくりにおいても対応は可能と考えておりますので，窓口な

どで相談をいただく中で，その点については教示させていた

だきたいと考えております。  

 

はい。わかりました。 

 

 事務局からの説明が終わりました。委員の皆様から，他に

御意見・ご質問等ございますか。  

 

御意見，御質問も出尽くしたようですので，以上とさせて

頂きます。  

 事務局から他にございますか。  
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片庭書記

大森議長

 

次回の都市計画審議会の日程でございますが，１０月頃を予

定してございます。次回の日程につきましては改めてご案内さ

せていただきます。  

 

委員の皆様方から何かございませんか。  

 

それでは，以上をもちまして「第７８回宇都宮市都市計画

審議会」を閉会いたします。長時間の御審議ありがとうござ

いました。  

 


